
はじめに

　2013 年 8 月末までの過去 12 年間余り，和歌
山県西牟婁郡白浜町瀬戸漁港の岸壁数百 m に
沿って，ほぼ毎日一回の生物観察を実施して
きた．この港に岩礁性のカニ類が頻繁に出現
することはないが，ミナミイワガニ Grapsus 

albolineatus Latreille, in Milbert, 1812 がその背面
に緑藻を密生させて出現した稀少例を一度だけ

報告した（久保田 , 2012）．今回，この同じ場
所で遠くから見ても別種と判定できる岩礁性の
カニに同様の現象が見られた．今回はこのカニ
を捕獲し，海藻の同定もできたので記録する．

材料と方法

　2012 年 11 月 22 日 13 時半頃に和歌山県西牟
婁郡白浜町瀬戸漁港で緑藻が背側の体の大部
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Abstract.   Plagusia immaculata crab of which most dorsal body parts are covered with 
a green alga Ulva intestinalis was found in November, 2012 as a very rare encounter at 
Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan. The crab is the second record from Japan.
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（要約 ）
　緑藻類のボウアオノリが背面のほとんどを覆ったミナミイボショウジンガニ（日本からの第２記録）が和
歌山県白浜町の海岸で 2012 年 11 月に出現したので記録する．



分を覆った１個体のカニが，岸壁の水面直下
をゆっくり葡匐しているのに遭遇した（図 1）．
その個体を 30 分ほど観察し，動画で行動など
を撮影し，その後に網で採集した．その間，カ
ニはそのままで水平に十数ｍの距離を移動し
た．捕獲に至るまでそのカニの移動は遅く，何
度も止まったまましばらく動かなかった．
　カニは捕獲後（図 2），背側に生えている緑
藻を取り除き（図 3），甲面を覆う顆粒の形状
及び毛の縁取りを調べてその特徴から丸村が同
定し，薬品固定標本として保管している．藻類
の同定は鰺坂が行った．　

結果と論議

　カニは Plagusia immaculata Lamarck, 1818 の
雌と同定した．本種は Lamarck (1818) によって
新種記載されたが，同所的に生息する近縁種
のイボショウジンガニ P.  squamosa （Herbst,　
1790）と形態的に酷似するため，長らく誤同定
されてきた可能性がある．わが国における本種

（新称和名ツブイボショウジンガニとして）の
正式な記録は武田・今原（2011）の和歌山県白
浜町日置の志原海岸潮間帯からの雄１個体のみ
で，今回の同町からの発見は我が国の第２記録
となる．本種，ミナミイボショウジンガニは太
平洋の温帯から熱帯海域にかけての潮間帯に広
く分布していると推察されるが，上記の日本（和
歌山県）以外の確実な記録は，天皇海山群（Sakai, 

1980），ハワイ諸島，ニューギニア島，ワシン
トン島，タヒチ島，ツアモツ諸島，インドネシ
ア，ココス諸島，中国の西沙諸島（Dai & Yang, 

1991），パラオ諸島，クリスマス島，グアム島，
台湾，シンガポール，マレーシア半島（Schubart 

& Ng, 2000）などからである．
　一方，緑藻はボウアオノリ Ulva intestinalis 

Linnaeus と判明した．ボウアオノリは日本各地
に分布し（神谷 ,  2012），白浜町沿岸にも普通
に生息する（鰺坂・大和 , 1999）．
　俊敏に動き回る岩礁性のミナミイボショウジ

図 3.  体背面からボウアオノリを削ったミナミイボ
ショウジンガニ（図１と同一個体）.

Fig. 3. Plagusia immaculata from whose dorsal part Ulva 
intestinalis was removed (the same specimen of Fig. 1). 

図 1, 2.　和歌山県白浜町瀬戸漁港でボウアオノリに
体背面をほとんど覆われたミナミイボショウジ
ンガニとその捕獲個体 .

Figs 1, 2　Plagusia immaculata of which most dorsal body 
parts are covered with Ulva intestinalis at Seto fishing 
harbor, Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan (1) 
and its captured specimen (2).
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ンガニにこれほど海藻が生えることはめったに
ないと推察されるが，発見場所が外海に面して
いるもののかなり遮蔽されて漁港内の最奥部で
あったので，この生息場所とのなんらかの関連
があったのかもしれない．このように海藻がカ
ニのほぼ全面を覆うことで何らかのカムフラー
ジュ効果も期待でき，鳥類などの捕食者から逃
れやすくなることがあるのかもしれない．
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